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の
は
、
英
語
へ
の
慣
れ
で
す
。
全
体
の
約
20
％ 

（
２
０
２
１
年
10
月
時
点
）
を
占
め
る
外
国
籍
の

学
生
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
授
業
内
の
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
先
生
へ
の
質
問
・
連
絡
を

含
め
、
入
学
前
の
生
活
と
比
べ
る
と
英
語
を
使
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
面
が
圧
倒
的
に
増
え
ま
し

た
。〝
英
語
で
話
す
〟
が
日
常
に
な
る
の
で
、
英

語
を
使
う
こ
と
自
体
に
抵
抗
感
が
な
く
な
っ
た
こ

と
が
国
際
経
営
学
部
の
学
び
を
通
し
て
得
ら
れ
た

大
き
な
成
長
で
す
。

二
つ
目
は
、
１
年
次
の
夏
に
行
くGlobal 

Studies

Ⅰ

で
す
。
こ
れ
は
Ｇ
Ｓ
Ⅰ
と
呼
ば
れ
る

短
期
留
学
で
、
約
１
カ
月
間
現
地
の
大
学
で
過
ご

し
な
が
ら
大
学
付
近
の
社
会
科
見
学
も
で
き
る
と

い
う
必
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
す
。
学
部
生
全
員
に

留
学
の
機
会
が
あ
る
と
い
う
の
は
、
実
践
的
な
学

び
を
大
切
に
す
る
中
央
大
学
国
際
経
営
学
部
な
ら

で
は
だ
と
思
い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
、
１
年
生
の

時
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
オ
ン
ラ
イ
ン
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
約
１
カ
月
間
、
海
外
大
学
の

授
業
を
受
け
、
短
い
ス
パ
ン
で
大
き
な
課
題
を
こ

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
生
活
と
な
っ
て
早
３
年
が

経
ち
ま
す
が
、
今
年
度
の
大
学
は
昨
年
度
ま
で
と

は
異
な
り
多
く
の
授
業
が
対
面
で
行
わ
れ
て
お
り
、

キ
ャ
ン
パ
ス
に
活
気
が
戻
っ
た
こ
と
を
感
じ
ま
す
。

ま
た
、
入
国
規
制
も
緩
和
さ
れ
、
２
０
２
２
年
秋

学
期
か
ら
は
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
さ
ま
ざ
ま
な
国
か

ら
の
留
学
生
を
見
か
け
る
こ
と
も
多
く
な
り
ま
し

た
。
入
学
か
ら
も
３
年
が
経
と
う
と
し
て
い
る
今
、

国
際
色
の
よ
り
豊
か
な
フ
ォ
レ
ス
ト
ゲ
ー
ト
ウ
ェ

イ
（
国
際
経
営
学
部
生
が
主
に
授
業
で
使
用
し
て

い
る
建
物
）
で
刺
激
あ
る
日
々
を
過
ご
し
て
お
り

ま
す
。

私
は
２
０
２
１
年
度
秋
学
期
よ
り
、
ア
メ
リ

カ
の
テ
ネ
シ
ー
州
に
あ
る
東
テ
ネ
シ
ー
州
立
大
学

（East T
ennessee State U

niversity

、
以

下
Ｅ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
）
に
て
約
１
年
間
の
交
換
留
学
を
経

験
し
ま
し
た
。
交
換
留
学
は
、
中
央
大
学
の
協
定

校
に
半
期
ま
た
は
１
年
間
留
学
す
る
制
度
で
、
留

学
先
で
修
得
し
た
単
位
の
認
定
や
学
費
の
減
免
を

受
け
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
今
回
は
、
国
際
経
営

学
部
で
の
学
び
と
留
学
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
と
と

も
に
、
国
際
経
営
学
部
で
の
学
び
が
ど
の
よ
う
に

留
学
に
活
か
さ
れ
た
か
、
ま
た
、
最
後
に
は
こ
の

留
学
経
験
を
踏
ま
え
た
今
後
の
国
際
経
営
学
部
で

の
学
び
に
つ
い
て
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

国
際
経
営
学
部
で
の
実
践
知

私
は
２
０
２
０
年
４
月
よ
り
、
中
央
大
学
国

際
経
営
学
部
国
際
経
営
学
科
に
入
学
い
た
し
ま
し

た
。
国
際
経
営
学
部
は
２
０
１
９
年
度
に
発
足
し

た
新
し
い
学
部
で
す
。
一
番
の
特
徴
は
、
日
本
に

い
な
が
ら
も
海
外
留
学
を
し
て
い
る
か
の
よ
う
な

感
覚
を
味
わ
え
る
、
学
部
生
の
多
様
性
と
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
を
育
成
す
る
国
際
的
か
つ
実
践
的
な
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
私
が
入
学
を

決
め
た
二
つ
の
理
由
も
こ
こ
に
あ
り
ま
し
た
。

一
つ
目
は
、
授
業
中
の
英
語
が
徹
底
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
国
際
経
営
学
部
で
は
授
業
の

７
割
以
上
が
英
語
で
行
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、

課
題
や
生
徒
間
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
英
語
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
一
番
に
実
感
し
て
い
る

な
し
続
け
ら
れ
た
こ
と
が
、
自
分
の
可
能
性
を
信

じ
る
こ
と
へ
と
つ
な
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
半
年

後
に
控
え
て
い
た
長
期
留
学
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
も
な
り
ま
し
た
。

Ｅ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
で
の
大
学
生
活

そ
し
て
、
２
０
２
１
年
８
月
よ
り
ア
メ
リ
カ

で
の
留
学
生
活
と
、
初
め
て
の
本
格
的
な
対
面
授

業
に
よ
る
大
学
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。
留
学
先

の
Ｅ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
は
自
然
に
囲
ま
れ
た
の
ど
か
な
キ
ャ

国
際
経
営
学
部
国
際
経
営
学
科
３
年

私
立
中
央
大
学
附
属
横
浜
高
等
学
校
（
神
奈
川
県
）
出
身

相あ
い
ざ
わ澤 

さ
く
ら

留
学
で
気
付
い
た
国
際
経
営
学
部

の
学
び
の
価
値
と
国
際
的
視
点
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国際経営学部准教授　楊
よう

 川
せん

入学直後に始まる
キャリア教育の体系づくり
―�有意義な大学生活をおくるには	
「キャリア」を意識させることが大切！―�

大学のキャリア教育は、高学年の就活支援が主流になっ
ています。早くから情報収集に熱心な学生もいますが、就
活が始まってから必要な資格や知識、各種活動の経験の不
足に気付き、焦る学生も少なくありません。幸いなことに
国際経営学部は、インターンシップ科目や企業訪問、ゲス
トスピーカーの講演を充実させるなど、キャリア教育に力
を注いでいます。このような環境下で、私の担当する授業
では、キャリア教育と日々の教育を融合させたキャリア教
育のシステム作りを模索していますのでご紹介します。

まず、1年次の入門演習科目では、学生に将来の夢につ
いて授業で発表してもらい、その夢の実現に向け、今から
取り組むべき活動や科目、必要な課外学習・活動、キャリ
アセンターの活用方法を指導しています。それと同時に、

“Plan & Action”の策定を通じて夢を日々の行動に反映させ
るよう、学生に促しています。また、1年次の後期に始ま
る企業見学活動への参加を強く勧めることで、企業と社会
人生活に興味を持ってもらうようにしています。

次に、4年生を2・3年次のゼミに呼び、就活の心構えや
就活に向けて取り組むべきことをスピーチしてもらってい
ます。先輩たちの苦労話などを聞くことで、2年次から各
種資格の取得に役に立つ必修科目の勉強や語学学修の意
欲が高まります。

3年次のゼミでは、学生に自己分析や面接時のポイント、
エントリーシートの書き方や業界研究のノウハウを伝授し
ます。キャリアセンターと連携し、企業訪問や就活に関連
する講座も開きます。さらに今年は、中大の OB をゲスト
スピーカーとして招き、海外での働き方について講義をし
てもらいました。学生はローカル言語や外国人とのコミュ
ニケーションの大切さを実感したようです。

3年次の夏休みに私が担当するインターンシップ科目で
は、授業内で日本の大手企業のデータを収集しました。こ
の作業を通じて、これまで知らなかった企業のことを知る
ことになり、就活に大変役に立つと学生から好評でした。

キャリアデザインを日々の教育に取り入れたところ、学生
は、自分の将来を考えながら、以前より能動的な学生生活
を送ることができているようです。このような取り組みは、
大学教育の質の向上にも寄与すると考えております。

ン
パ
ス
で
、
現
地
学
生
に
よ
る
留
学
生
サ
ポ
ー
ト

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
も
充
実
し
て
お
り
、
留
学
生

を
歓
迎
し
て
く
れ
る
温
か
い
人
に
た
く
さ
ん
出
会

え
ま
し
た
。

私
は
Ｅ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
で
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
専
攻
し

な
が
ら
、
国
際
関
係
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
し
た
。

国
際
経
営
学
部
で
は
２
０
０
人
程
に
も
な
る
大
人

数
ク
ラ
ス
も
あ
り
ま
す
が
、
Ｅ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
の
授
業
形

態
は
30
人
前
後
の
少
人
数
の
ク
ラ
ス
が
多
く
、
生

徒
の
発
言
も
活
発
で
先
生
と
の
距
離
が
よ
り
近
く

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
試
験
回
数
、
課
題
の
量
と
も

に
と
て
も
多
く
、
授
業
前
後
と
夕
食
後
は
毎
日
図

書
館
で
勉
強
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
実
感
し

た
こ
と
は
、
今
ま
で
国
際
経
営
学
部
で
学
び
、
経

験
し
て
き
た
こ
と
の
価
値
で
す
。
特
に
前
述
し
た

２
点
は
、
留
学
初
期
か
ら
大
き
な
ア
ド
バ
ン
テ
ー

ジ
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
英
語
で
の
授
業
・
課
題

が
国
際
経
営
学
部
で
は
当
た
り
前
だ
っ
た
こ
と
で
、

大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
を
感
じ
る
こ
と
な
く
Ｅ
Ｔ
Ｓ
Ｕ

で
の
生
活
に
も
す
ぐ
に
適
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

ま
た
、
特
に
思
い
出
深
く
貴
重
な
学
び
だ
と
感

じ
た
の
は
、Peace, Security, and H
um

an 

D
evelopm

ent

と
い
う
国
際
関
係
や
戦
争
勃
発

理
論
に
つ
い
て
学
ぶ
授
業
と
、
中
国
政
治
の
授
業

で
す
。
ど
ち
ら
も
20
人
ほ
ど
の
少
人
数
ク
ラ
ス
で
、

日
本
、
中
国
、
ラ
オ
ス
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
生
徒

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
で
自
由
か
つ
活
発
な
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
授
業
で
し
た
。
私
が

ニ
ュ
ー
ス
や
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
見
聞
き
し
て
き

た
日
本
と
主
要
国
の
関
係
性
、
国
際
情
勢
、
政
治

な
ど
、
高
度
で
専
門
性
の
高
い
内
容
を
ア
メ
リ
カ

で
学
べ
た
こ
と
で
、
よ
り
国
際
的
な
視
点
を
持
て

る
よ
う
に
な
り
、
刺
激
に
も
な
り
ま
し
た
。

今
後
の
学
び

今
回
の
こ
の
長
期
留
学
は
、
今
後
も
国
際
経

営
学
部
で
学
ん
で
い
く
意
味
と
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活

躍
す
る
た
め
の
ス
キ
ル
の
重
要
性
に
つ
い
て
考
え

直
す
機
会
と
な
り
、
自
身
の
内
面
的
な
成
長
に
も

大
き
く
つ
な
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
国
際
経
営
学
部
が
大
事
に
す
る
〝
専

門
性
を
備
え
、
実
践
知
を
身
に
つ
け
た
、
グ
ロ
ー

バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
リ
ー
ダ
ー
へ
〟
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ

ン
を
よ
り
意
識
し
て
、
残
り
の
大
学
生
活
を
送
る

た
め
の
き
っ
か
け
を
く
れ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

テネシー州ブリストルにてナスカー観戦

Global StudiesⅠのスピーキングパートナーと

友人宅にてカップケーキのデコレーション


